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援を開始した過去 3 年間に，小児がん治療入院の経験のある子どもを持つ保護者を対象に調査され，有効回答率は 61.8%（21























な実態調査を行っている [4]．  
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当院 CLST が始動した過去 3 年間の 2014 年 4 月から
2017 年 8 月の間に，当院小児科病棟に入院経験のある
小児がん患児の保護者の内，患児が死亡した例を除い
た保護者 34 名を調査対象とした．  
















表 1．アンケート調査項目  
 
結果 





男女比は同等であった（男 11 名，女 10 名）．家族の
人数は，4.4±1.4 人であり，同胞がいるのは 86%（18










図 1. 基本情報  
 








て”が 4 件，“入浴と食事について”が各々2 件，“職
員（看護師）の対応について ”が 5 件，“その他”が 4
件であった．ケアハウス（治療を受ける子どもたちや
遠方から来る家族のための施設のこと）が必要と回答
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図 2. 入院中の生活  
 















図 3. 相談相手  
 
図 4. 退院後の問題点  
 
4．  各職種の活動に対する満足度  








摘事項が 2 件あった．  









③  保育士  

















について検討する．   
 











































































図 5. 改訂された相談窓口の案内チラシ  
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